
博士学位申請論文最終口頭試問について

博士学位申請論文提出者に対して、下記の要領で公開の最終口頭試問を実施します。

最終口頭試問は、審査委員（主査、副査）が進行します。

① 博士論文概要説明：15 分以内、質疑応答：25 分、合計：40 分
博士論文概要説明の時間は、延長することはできません。

②最終口頭試問には、日本語教育研究科の教員・学生をはじめ、学内他研究科の教員、
学外関係者等の参加を認めます。

③審査委員による質疑の後、参加者全員の質疑を認めます。

発表にあたって
１ レジュメを紙媒体で準備してください。（必須）

紙媒体の発表資料（レジュメ）を用意し、事前に提出してください。
[書式]Ａ４判 縦 6 ページ以内 両面印刷します。
[提出先]日本語教育研究科事務室
必要な部数は、事務所で準備します。

２ 会場で使用する、プレゼンテーション・ソフトウェアのデータを準備してくださ
い。（任意）
発表時、プレゼンテーション・ソフトウェア（Microsoft Powerpoint, Keynote,
Agree など）の使用を認めますが、会場に設置されている PC に、ソフトがイン
ストールされていない場合があるので、事前テスト等で動作確認を行ってくださ
い。なお、発表者が、発表に際して、PC を持参することも認めますが、Windows
のみ、動作確認済みとなっています。

発表資料については、いずれも、事前に日本語教育研究科事務所にメール
(gsjal@list.waseda.jp)で提出してください
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